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２２．感染症危機管理研究センター

センター長  齋藤 智也

概 要

  令和元年度まで国立感染症研究所感染症疫学センター

が担っていた業務には、疫学調査研究、ワクチン効果及び

副反応に関する調査研究、検査技術研修の実施、並びに感

染症の健康危機情報の収集などがあるが、東京オリンピッ

ク・パラリンピックや大阪・関西万博などによる感染症発生の

危機の可能性を控え、感染症疫学センターの業務が多岐に

亘っており、一つのセンターでは十分な役割を果たすことが

困難となってきていた。このような状況の中、感染症疫学セン

ターの危機対応関連部門、病原診断部門、講習部門を分離

し、新たに感染症の危機管理部門を担う組織として令和 2

年 4 月に感染症危機管理研究センター（CEPR）が設置され

た。

また、新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延を踏まえ、

令和 3 年 4 月に大幅に機能と人員を拡大し、緊急時対応

室、クライシスコミュニケーション室、病原体診断室、細菌研

修室、ウイルス研修室による 5 室体制から、企画管理室、演

習・訓練企画支援室、危機対応検査準備室を新たに加え

た、8 室体制となった。さらに、複数の室を統括する企画管理

調整官、危機管理総括研究官、検査対応総括研究官のポス

トが設置された。令和 3 年 4 月 1 日付で影山努が検査対応

総括研究官に、斎藤益満が主任研究官に、吉松芙美が第

三室研究員に、小山恵一が主査に、令和 3 年 7 月 1 日付

で横田栄一が企画管理調整官に、北山明子が第五室長

に、令和 3 年 8 月 1 日付で竹前喜洋が第八室長に、百瀬

文隆、 Yen Hai Doan が主任研究官に、令和 3 年 10 月 1

日付で高橋健一郎が第四室研究員に、令和 4 年 3 月１日

付で久場由真仁が第八室研究員に着任した。また、令和 4

年 3 月 3１日付で藤本嗣人第四室長が定年退官し、村上光

一第六室長が退官した。 CEPR 第一室～第八室の概要は

以下のとおりである。

第一室（企画管理室）

感染症危機管理に関する研究・研修の企画及び調整並

びにセンター長を補佐し、センター全体の事務処理を担当

する室である。令和 3 年度は、IHEAT 専門講習及び感染症

危機管理研修会を開催した。

第二室（緊急時対応室）

  感染症及び特定疾病の危機管理に関する調査及び研究

並びに関係行政機関への連絡調整を行う室である。第二室

は、危機発生時等の緊急時に緊急時対応センター（EOC；

Emergency Operations Center）をアクティベーションし、関係

するセンター・部と協力し、所内の情報集約・調整拠点として、

また対厚生労働省等、外部機関との窓口として機能する。

第三室（クライシスコミュニケーション室）

感染症その他の特定疾病の危機管理に関する情報の提

供を行う室である。平時はサイエンスコミュニケーションを促

進し、感染症の知見を広く、正しく、わかりやすく伝えていく

役割を担い、緊急時にはクライシス・緊急事態コミュニケーシ

ョンを戦略的に行う。またこれらに資する研究を行う室である。

令和 3 年度は、COVID-19 に関する情報収集や、感染研

が公表した情報がどのように引用され拡散されているか、ある

いは社会に受け止められているかを把握し、今後の情報発

信を行うための研究を行った。

第四室（病原診断室：藤本嗣人室長）

他の部の所管に属さない病原体に関すると思われる原因

不明疾患の検査、レファレンス、病原診断のための方法の開

発を行っている。全国衛生微生物技術協議会のアデノウイ

ルスレファレンスセンターを担当している。地方衛生研究所

等からの依頼による行政依頼検査を担当するが、令和 2 年

度より、新型コロナウイルスの検査対応を実施し、PCR 検査

を実施し令和 3 年度も引き続き新型コロナウイルスの検査、

遺伝子解析等に対応し PCR 検査やゲノム解析等を実施した。

また、実地疫学研究センター、感染症疫学センターやウイ
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ルス第二部、感染病理部等、所内の多くの部・センターと連

携しながら、例えば原因不明の急性脳炎患者からの網羅的

遺伝子検査など、病原体診断に関した研究を進めている。

第五室（演習・訓練企画支援室：北山明子室長）

危機対応演習・訓練の実施支援、プログラムの開発等を

担当する。具体的には、センター内の非常事態時の連絡要

領の整備に加え、感染症危機発生時の所内の初動対応に

向けた情報伝達・コミュニケーション訓練の計画・実施、自治

体での演習及び評価の支援並びに感染症危機時の対応プ

ログラムの開発を進めている。また、危機対応の終息時にお

いては、対応の検証及び評価並びに危機対応体制の向上

のための支援を実施する。

第六室（細菌研修室：村上光一室長）

細菌性感染症の検査に関する情報収集、依頼検体の検

査、結果解析及びこれらから得られた情報の提供を行ってい

る。又、国内外の検査・研究機関と連携して検査技術の向上

や標準化を行っている。地方自治体等の公的検査・研究機

関に対しては、公衆衛生分野に所属する職員を対象に細菌

検査の技術向上および最新の検査法の技術習得を目的とし

て、技術研修会を企画立案し、遂行している。更には、新興・

再興感染症に関する新規検査法の開発等も行っている。

第七室（ウイルス研修室：岡本貴世子室長）

ウイルス性疾患の検査に関する情報の収集・解析、情報

提供を行っている。国内外の関連機関と連携し、公衆衛生に

おけるウイルス検査の技術向上・標準化等を支援している。

また、公衆衛生に携わる公的機関の職員を対象にウイルス

検査等に関する講習の立案・遂行および病原体新規検査法

の開発等を行っている。さらに、新規ウイルスゲノム検出法の

開発および実用化に関する研究を行っている。

第八室（危機対応検査準備室：竹前喜洋室長）

緊急時における検査体制の向上と地方衛生研究所の支

援等を行っている。また、地方衛生研究所や検疫所等と平

時より連携をして、感染症危機に直面した際に国内一斉に

同一の水準で検査を行えるよう、国内での検査体制の構築

及び検査の基盤の共有並びに向上のための支援を行って

いる。さらに、新型コロナウイルスや新型インフルエンザウイ

ルス等の新興・再興感染症に対する診断技術の開発や出現

監視に関する研究を進めている。

令和 3 年度は、COVID-19 の危機管理業務を中心に推移

した。特に東京オリンピック・パラリンピック期間（前後期間を

含む）に EOC を初めてアクティベーションさせ、感染症疫学

センター、実地疫学研究センター、病原体ゲノム解析研究セ

ンター等の協力のもと、所内外からの感染症発生情報を集

約するとともに、関係機関との連絡会議の運営や日報を作成

するなど、迅速な分析と関係機関との円滑な情報共有に寄

与した。また、昨年度は開催を見送った感染症危機管理研

修会や、新たに本年度から実施することになった IHEAT 専

門講習をオンライン形式で開催した。また、新設された第一

室、第五室・第八室は体制の整備・強化を進めた。
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業績

調査・研究

I. 感染症の危機管理に関する研究

1. 新興・再興感染症のリスク評価と危機管理機能の実装

のための研究

厚生労働科学研究「新興・再興感染症のリスク評価と危機

管理機能の実装のための研究（研究代表者：齋藤智也）」に

おいては、感染症の危機管理能力の脆弱性評価と強化方策

の実装を行うことを目的としている。特に、（1）脆弱性評価ガイ

ダンスを活用した地域の感染症危機管理能力の評価と実装、

（2）実働・机上の訓練・演習を通じた脆弱性評価手法の検討、

（3）感染症患者の医療体制のキャパシティ評価、（4）疫学調

査機能の強化方策の実装研究に取り組んだ。

［齋藤智也；神谷元（感染症疫学センター）、調恒明（山口県

環境保健センター）、中里栄介（佐賀県鳥栖保健福祉事務

所）、中瀬克己（吉備国際大学）、田村大輔（自治医科大学）、

大曲貴夫（国立国際医療研究センター）、市川学（芝浦工業

大学）、中島一敏（大東文化大学）、渋谷克彦（帝京大学）、前

田秀雄（東京都医学総合研究所）、野田龍也（奈良県立医科

大学）、今村知明（奈良県立医科大学）］

2. 大規模イベント時の健康危機管理対応に資する研究

厚生労働科学研究「大規模イベント時の健康危機管理対

応に資する研究（研究代表者：齋藤智也）」において、オリンピ

ック・パラリンピック等、大規模な国際イベント（マスギャザリング

イベント）における様々な健康危機の発生リスクに対し、リスク

の評価、対応能力の開発、中長期的な対応能力の向上に結

びつける遺産化のために、体系的な記録や検証に取り組んだ。

2021 年度は東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会が開催

された。コロナ禍で延期され 2021 年度に実施された東京 2020

オリンピック・パラリンピック大会における新型コロナ感染症対

策を記述的にとりまとめ、数々の学会や会議で講演すると共

に、国際会議を主催し、日英の報告書を作成し広く配布し、知

見の共有を行った。

［齋藤智也、吉松芙美、北山明子；島田智恵（実地疫学研究

センター）、冨尾淳（国立保健医療科学院）、森村尚登（帝京

大学）、和田耕治（国際医療福祉大）、市村康典（国立国際医

療研究センター）］

3. CBRNE テロリズム等の健康危機事態における対応能

力の向上及び人材強化に関わる研究

厚生労働科学研究「CBRNE テロリズム等の健康危機事態

における対応能力の向上及び人材強化に関わる研究（研究

代表者：近藤久禎）」において、主に呼吸器感染以外の感染

症・生物テロ問題を扱う国際的なグループ、世界健康安全保

障行動グループバイオロジカルワーキンググループ（GHSAG 

BioWG）の国外の専門家ネットワークを通じた科学的・政策的

知見を集約し、各国政策・実事例の分析、結果を国内政策に

フィードバックすることを目的とした研究に取り組んでいる。本

年度は、GHSAG Bio ワーキンググループの本来活動が再開

したことから、この取り組みをフィードバックするとともに、

COVID-19 対応からの生物テロ対策への教訓を検討した。

［齋藤智也、北山明子］

4. バイオテロ対策のための備蓄されている細胞培養痘そう

ワクチンの備蓄等，バイオテロ病原体への検査対応，公

衆衛生との関連のあり方に関する研究

厚生労働行政推進調査事業費補助金「バイオテロ対策の

ための備蓄されている細胞培養痘そうワクチンの備蓄等，バイ

オテロ病原体への検査対応，公衆衛生との関連のあり方に関

する研究（研究代表者：西條政幸）」において、生物テロ対策

の公衆衛生対策、とくに公衆衛生セクターとセキュリティセクタ

ーの連携の在り方について検討を進めてきた。本年度は、米

国 で CDC の カ テ ゴ リ ー B 病 原 体 に 属 す る 類 鼻 疽

B.pseudomallei の感染事案が発生した。幸い、輸入品や輸入

観賞魚からの限定的な感染であり、米国内の数人の症例で終

息し、人為的な理由とは考えられていないが、バイオテロに使

われるリスクが想定されるカテゴリーB 病原体による物品の汚

染による広域事例でもあった。そのため、本報告では、米国に

おける当該事案を受け、日本における類鼻疽のリスクについ

て考察し、バイオテロの想定において留意すべき事項を検討

した。

［齋藤智也、北山明子］

5. 新型コロナウイルス感染症等の感染症サーベイランス体

制の抜本的拡充に向けた人材育成と感染症疫学的手

法の開発研究

厚生労働科学特別研究事業「新型コロナウイルス感染症等

の感染症サーベイランス体制の抜本的拡充に向けた人材育

成と感染症疫学的手法の開発研究（研究代表者：鈴木基）」

において、感染症サーベイランスの実務を担う専門家の育成

に向けたカリキュラムを検討し、教材をパワーポイント形式で

開発することを目的として、SARS-CoV-2 変異株の状況に関

する解説、SARS-CoV-2 パンデミックの 2 回目の冬を迎えるに

あたっての主に保健師を想定した新型コロナ対策、災害対策

における新型コロナ対策、感染症疫学用語の基礎知識、に関
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する教育資料を作成した。また、感染症法・新型インフルエン

ザ等対策特別措置法、感染症危機管理担当者の基本的な心

得に関する計約２時間半相当の動画コンテンツを作成した。

［齋藤智也］

6. オールハザード・アプローチによる公衆衛生リスクアセス

メント及びインテリジェンス機能の確立に資する研究

厚生労働行政推進調査事業費補助金「オールハザード・ア

プローチによる公衆衛生リスクアセスメント及びインテリジェン

ス機能の確立に資する研究（研究代表者：冨尾淳）」において、

特に SARS-CoV-2 変異株のリスク評価について、諸外国の手

法を文献的に検討し、我が国における変異株に対する脅威・

リスク評価手法を検討した。

［齋藤智也］

7. 感染症法に基づく基本指針及び予防計画等の体制に

資する研究

厚生労働科学特別研究事業「感染症法に基づく基本指針

及び予防計画等の体制に資する研究（研究代表者：岡部信

彦）」において、感染症法の「基本指針」及び「予防計画」をめ

ぐる現状と新型コロナウイルス感染症への対応における課題

を整理し、特に、感染症危機発生時の対応に関する検討を行

った。検討結果は、令和 3 年 12 月 17 日開催の第 57 回厚生

科学審議会感染症部会研究班会議にておいて報告された。

［齋藤智也］

8. ポストコロナを見据えた感染症危機管理における検査

体制についての包括的研究

厚生労働行政推進調査事業費補助金「ポストコロナを見据

えた感染症危機管理における検査体制についての包括的研

究（研究代表者：影山 努）」において、今後、新型コロナウイ

ルス感染症と同程度あるいはそれ以上に流行拡大する新興・

再興感染症が発生した場合に備え、関係機関の現場の課題、

国内外の検査体制の比較、検査体制全体の流れを俯瞰する

などして、今回の新型コロナウイルス感染症に関する行政対

応を含めた特に新型コロナウイルス感染症の流行初期の検査

体制について評価し、新型コロナウイルス感染症の感染症危

機管理における検査体制の構築に資する論点を整理し、ポス

トコロナを見据えた今後の検査体制のあり方について取りまと

めを行った。

［影山努；石原朋子（研究企画調整センター）、吉村和久（東

京都健康安全研究センター）、宮地 勇人（東海大学） ］

II. 感染症の疫学、検査診断法等に関する研究

1. 新型コロナウイルス検査における検体プール化に関す

る研究

新型コロナウイルス核酸検査における唾液検体等のプール

化（混合）の影響について検討し、公表した結果に関する問い

合わせ等に対応した。

［藤本嗣人、花岡希］

2. 急性脳炎・急性弛緩性麻痺の原因究明に関する研究

感染症疫学センターとともに、令和 3 年度厚生労働科学研

究「急性弛緩性麻痺、急性脳炎・脳症等の神経疾患に関する

網羅的病原体検索を含めた原因及び病態の究明、治療法の

確立に資する臨床疫学研究」（研究代表者：多屋馨子、研究

分担者：藤本嗣人）の一環として、感染研での倫理承認後、病

原体不明急性を行い、原因不明で届け出られた急性脳炎（脳

症を含む）の原因究明を行った。

感染症危機管理研究センター第四室で脳炎に関与しうる

主要な病原体 33 種類について、multiplexPCR および個別の

PCR により解析した。急性脳炎の病原体解析も同様に実施し

た。

［藤本嗣人、花岡希、高橋健一郎、野尻直未；多屋馨子、新

橋玲子、新井智、森野紗衣子、北本理恵、田中佑汰（感染症

疫学センター）、砂川富正（実地疫学研究センター）、清水博

之（ウイルス第二部）、林昌宏、前木孝洋（ウイルス第一部）、

四宮博人（愛媛県立衛生環境研究所）、八代将登（岡山大

学）、原誠（日本大学）、吉良龍太郎、チョン・ピンフィー（福岡

市立こども病院）、奥村彰久（愛知医科大学）、森墾（東京大

学大学院放射線医学）、鳥巣浩幸（福岡歯科大学）、安元佐

和（福岡大学）、細矢光亮（福島県立医科大学）］

3. 国内における手足口病の発生動向に関する研究

令和 3 年度も COVID-19 の流行に伴う感染対策が取られ

たためか、手足口病の患者数が少なかった。しかし、コクサッ

キーウイルスＡ6 によると思われる手足口病の地域的流行がみ

られた。国立感染症研究所の感染症発生動向週報の注目す

べき感染症における「手足口病」について感染症疫学センタ

ーとともに掲載した。コクサッキーウイルス A2 型による致死的

症例について論文報告した。

［藤本嗣人、花岡希、野尻直未、小長谷昌未］

4. Brincidofovir の各種アデノウイルスに対する効果に関

する研究

新規抗ウイルス薬である Brincidofovir に関し、シンバイオ製

薬株式会社との共同研究で、各種アデノウイルスに対する効

果を評価し、結果を論文報告した。
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［花岡希、藤本嗣人；安仁屋恵、石田汐里、波佐間正聡、福

島耕治（シンバイオ製薬株式会社）］

5. 日本および世界で流行しているエンテロウイルスの検査

法およびその活用法に関する検討

急性弛緩性麻痺を認める疾患のサーベイランス・診断・検

査・治療に関する手引き（第 2 版）の非ポリオエンテロウイルス

に関する項目を執筆した。当該手引きは、厚生労働省のホー

ムページに急性弛緩性麻痺（急性灰白髄炎を除く）の届出基

準とともに掲載された。

［藤本嗣人、花岡希；清水博之（ウイルス第二部）］

6. 全国的なエンテロウイルス D68 流行時のウイルス検査と

その後の検査

令和 3 年度厚生労働科学研究「急性弛緩性麻痺、急性脳

炎・脳症等の神経疾患に関する網羅的病原体検索を含めた

原因及び病態の究明、治療法の確立に資する臨床疫学研究」

（研究代表者：多屋馨子）の一環として、急性弛緩性脊髄炎症

例について病原体検索を行った。

［藤本嗣人、花岡希、小長谷昌美；多屋馨子（感染症疫学セ

ンター）］

7. アデノウイルスレファレンスのための研究

令和 3 年度厚生労働科学研究「国内の病原体サーベイラン

スに資する機能的なラボネットワークの強化に関する研究」

（研究代表者：宮崎義継、研究分担者：藤本嗣人）の一環とし

て新型アデノウイルスの流行状況や対策に関して研究した。

［藤本嗣人、高橋健一郎、花岡希、小長谷昌未；小林正明（小

林小児科）、荻美貴（兵庫県立健康科学研究所）］

8. 性感染症関連病原体の病原性解明のための研究

尿道炎などに関連する病原体の探索を仙台市泌尿器科クリ

ニック あいクリニック（伊藤晋院長）と共同で実施した。また、

令和 2 年度から引き続きプライベートケアクリニック東京（新宿、

尾上泰彦院長と萬田和志）、客員研究員として花岡希、国立

感染症研究所細菌第一部の大西真や中山周一らと、梅毒感

染症の簡便な検査法について検討を行った。

［花岡希、野尻直未、藤本嗣人］

9. 郵送検査の精度管理に関する研究

アルバコーポレーションと国立感染症研究所との共同研究

で、クラミジア・淋菌・トリコモナス・カンジダ・HIV・梅毒・B 型肝

炎・C 型肝炎・マイコプラズマ・ウレアプラズマ・一般細菌検査・

HPV・HSV・アデノウイルスの郵送検査における検査法の改良

や精度管理に関する研究を実施した。また、令和 3 年度厚生

労働科学研究費補助金 エイズ対策政策研究事業「HIV 検

査体制の改善と効果的な受験勧奨のための研究」（研究代表

者 今村顕史（東京都立駒込病院） 分担研究者 渡曾睦子

（東京医療保健大学） 分担研究課題「HIV 検査・郵送検査に

おける制度・法的根拠の課題分析と解決方法の検討」）の協

力研究者として「郵送検査における病原体診断について」を

担当し、HIV 郵送検査ガイドラインの作成検討等も行った。

［花岡希；萬田和志（アルバコーポレーション）］

10. 風疹ウイルスゲノム検出法の検討

風疹の発症時にはウイルスの排出が多いためウイルスゲノ

ム検出による検査が有用であることから、日本ではリアルタイ

ム PCR が汎用されているが、高価な装置が必要であり反応に

約 2 時間を要する。消光プライマーを用いた消光 LAMP 法は、

反応時間が短く操作も簡便で、高度な設備を必要としない等

の長所があり、特に臨床現場での検査（POCT；Point Of Care 

Testing）や途上国では有用なウイルスゲノム検出法の一つで

ある。これまでに、本法を用いた風疹ウイルスゲノム検出法（風

疹 Q-LAMP 法）を作製し、従来の風疹リアルタイム PCR 法と

比較して遜色ない感度が得られることを確認している。今年度

は、風疹診断への実用化を目的に、常温保存可能な乾燥試

薬かつ核酸抽出不要な系についてウイルス液を用いて検討し

たところ、約 10^4 ffu/mL の感度が得られた。

［岡本貴世子、門澤和恵；青沼えり（埼玉県衛生研究所）］

11. Escherichia albertii に関する研究

食中毒細菌 Escherichia albertii の疫学に関して研究を行

った。令和 3 年度は本菌の培養法のうち基礎培地に添加する

薬剤について検討を行った。その結果、ある種の抗菌薬と界

面活性剤を添加することで、E. albertii 以外の競合菌を抑制

することができることが分かった。抗菌薬の濃度を検討すると、

ある種の幅を持って有効な濃度帯が存在することが分かった。

また、界面活性剤に関しては、有効な濃度は比較的限られた

範囲であることが分かった。以上の結果を応用し、E. albertii 

分離用の培地を調整することができた。今後は、この培地の

性能向上について検討したい。

［村上光一、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美］

12. 腸管出血性大腸菌の反復配列多型解析法の精度管理

手法の確立

腸管出血性大腸菌（EHEC）の反復配列多型解析（MLVA）

法は、新しい分子疫学的解析法として、地方衛生研究所（地
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衛研）に急速に普及している。来年度に全国規模での MLVA

法の精度管理試験を予定しているため、今年度に試験での

検証項目を決める必要がある。そこで、EHEC O157、O26 及

び O11 の菌株及び DNA を 10 施設の地衛研に配布して

MLVA 法の精度管理プレ試験を行った。9 施設は全検体につ

いて正解だったが、1 施設が 1 検体でフラグメント解析ソフトの

使用法に問題があり不正解の回答をした。来年度、全国規模

で精度試験を行う際、解析ファイルを正しく利用できるかを検

証できる検体を配布する必要があるだろう。

［大西真（細菌第一部）、平井晋一郎、泉谷秀昌（細菌第一

部）］

13. 成人の侵襲性細菌感染症サーベイランスの充実化に資

する研究

厚生労働科学研究費補助金（新興・再興感染症及び予防

接種政策推進研究事業）の一環として、侵襲性細菌のうち侵

襲性インフルエンザ菌の血清型別等を担当した。令和 3 年度

は新型コロナウイルス感染症の流行の影響もあり、搬入検体

数が 26 検体のみであった。血清型の結果は NTHi が 18 件、

b 型が 1 件、e 型が 2 件、f 型が 5 件であった。

［村上光一、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美；久保田眞由

美（細菌第二部）、大石和徳（富山県衛生研究所）］

14. ATL 発症リスク評価・判定法に関する研究

HTLV-1（ヒト T 細胞白血病ウイルス I 型）の感染によってウイ

ルスゲノムが宿主ゲノムに挿入され、感染細胞のクローナル増

殖（単一細胞増殖）が誘導され、極めて予後不良な成人 T 細

胞白血病（ATL）を引き起こす。我々は HTLV-1 感染細胞クロ

ナリティ解析技術 RAISING を開発した。またクロナリティを数

値化するソフト（CLOVA）も同時に開発し、定量的評価を可能

とした。698 検体における網羅的 HTLV-1 クロナリティ解析を行

い、ATL 発症リスクを low、medium、high に分類することが出

来た。さらに、現行の診断方法であるサザンブロット法では検

出不可能な、皮膚やリンパ節の生検組織、および髄液細胞で

の HTLV-1 クロナリティ解析に成功した。

［斎藤益満；山野嘉久（聖マリアンナ医科大学）］

15. 新型コロナウイルスのデルタ株を検出するリアルタイム

PCR 検査方法の開発

2021 年 3 月以降、海外で急速に感染拡大していたデルタ

株が 2021 年 4 月に国内の患者からも初めて確認された。そ

れまで流行の主流となっていたアルファ株とこのデルタ株を簡

便に識別できるようにするため、リアルタイム RT-PCR 法を利

用したデルタ株が有するスパイクタンパク質の L452R 変異を

検出するスクリーニング法を開発した。L452R 変異検出マニュ

アルを整備するとともに、陽性コントロールを作製して利用希

望のあった全国の公的検査施設に配布した。

［影山努］

16. 新型コロナウイルスのオミクロン株を検出するリアルタイ

ム PCR 検査方法の開発

2021 年 11 月末に南アフリカで初めて確認されたオミクロン

株が海外では急速に感染拡大し、それまで流行の主流となっ

ていたデルタ株とオミクロン株を簡便にスクリーニングできるよ

うにするため、スパイクタンパク質の G339D および T547K 変

異を標的とした 2 つの一塩基多型（SNP）遺伝子型判定法をリ

アルタイム RT-PCR 法により開発した。この 1 塩基のミスマッチ

を識別する事でオミクロン株をデルタ株およびアルファ株と識

別することが可能となり、またオミクロン株の下位系統である

BA.1 と BA.2 を識別することも可能となった。G339D および

T547K 変異検出マニュアルの整備とともに、陽性コントロール

を作製して利用希望のあった全国の公的検査施設に配布し

た。

［影山努、竹前喜洋、百瀬文隆、Yen Hai Doan］

17. ウイルス性下痢症に関する分子疫学的研究 （流行地西

アフリカ・ガーナ研究拠点における新興・再興感染症基

盤研究の推進）

ロタウイルスに対するワクチンの有効率は、アフリカをはじめ

とした途上国では著しく低いことが報告されており、その理由

は未だ明らかになっていない。本研究では、ロタウイルス遺伝

子の時系列変遷データの蓄積を更に進めるとともに、ワクチン

接種と有効率、流行株ウイルスの変遷との関連を明らかにす

る事を目的とした。2021 年度は、ガーナで採取した 116 例の

急性胃腸炎の子供の便検体を調査し、59 株のロタウイルスを

検出した。これら陽性検体を詳細に調べたところ、54.8％が

long タイプ（electropherotype）、25.8％が short タイプ、12.9％

が long/short のミックスタイプであった。6.5％は詳細解析不能

であった。この結果より、以前主要流行株であった DS1（short

タイプ）から Wa（long タイプ）に置き換わったことが示唆された。

［Yen Hai Doan、竹前喜洋、片山和彦（北里大学）、影山努］

18. Rat HEV の霊長類への感染性の検討

ラット由来の HEV（Rat HEV）の霊長類へ感染性を確認する

ため、Rat HEV をカニクイザル１頭とアカゲザル５頭にそれぞ

れ静脈接種した。接種後、ALT の上昇は認められなかったが、

６頭全てのサルから便中にウイルス RNA が確認された。さら

に、抗 rat HEV 抗体も検出されたことから、 ratHEV がカニク
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イザルとアカゲザルに感染性を有することが示唆された。

［張文静（ウイルス第二部）、網康至（安全実験管理部）、Yen 

Hai Doan, 須崎百合子（安全実験管理部）、武田直和（大阪

大学）、村松正道（ウイルス第二部）、李天成（ウイルス第二部）］

19. ウイルス性下痢症に関する分子疫学的研究

国際連携研究を行っているベトナム NIHE、インド NICED、

台湾 CDC からウイルス性下痢症を発症した小児より採取した

合計 213 の便検体を入手し、NGS により下痢症を引き起こし

た原因となるウイルスを全ゲノム配列の解析による探索を行っ

た。今回検出されたノロウイルス、サポウイルス、ロタウイルスの

全ゲノム配列を利用し、進化系統学的な詳細解析を行った。

［岡智一郎（ウイルス第二部）、 Yen Hai Doan、村松正道（ウイ

ルス第二部）］

III. 学会等の中での研究、貢献

1. 日本下痢症研究会

幹事として、会の運営に参画した。［藤本嗣人］

2. 日本公衆衛生学会

日本公衆衛生雑誌査読委員  ［齋藤智也］

サーベイランス業務

I. 新型コロナウイルス感染症の検査に関する業務

1. 戸山庁舎での対応

国立感染症研究所の全所的検査対応に代わり、感染症危

機管理研究センターで検査業務を継続した。令和 3 年度は感

染症危機管理研究センターにおいて NGS によるゲノム解析

の体制を整備し、一部 RNA 抽出や PCR 検査を含めて 37,422

件のゲノム解析（一部は民間検査機関等でゲノムシークエン

スを行ったデータのゲノム解析のみ実施）を行い、全ゲノム配

列を決定した。オミクロン株が流行した時期には各部と連携し

ながら解析を実施した。ゲノム解析の結果は各自治体又は検

疫に報告を行うとともに、新たな変異株等が確認された際はウ

イルス分離チームでウイルス分離やウイルスの性状解析が実

施され、日本の感染症対策に活用された。

［齋藤智也、 藤本嗣人、花岡希、斎藤益満、高橋健一郎、野

尻直未、吉田初佳、澤内裕子、横田栄一；黒田誠、関塚剛史、

糸川健太郎（病原体ゲノム解析研究センター） 、内木場紗奈、

高橋宏瑞、島谷倫次、七松優（研究企画調整センター） 、林

昌宏（ウイルス第一部）、加藤孝宣（ウイルス第二部）、草川茂

（エイズ研究センター）、小泉信夫（細菌第一部）、立川愛（エ

イズ研究センター）、田島茂（ウイルス第一部）、前木次洋（ウイ

ルス第一部）、中山絵里（ウイルス第一部）、谷口怜（ウイルス

第一部）、小川基彦（ウイルス第一部）、 Aly Hussein、若江

亨祥、深野顕人（ウイルス第二部）、深澤征義（細胞化学部）、

森嶋康之（寄生動物部）、加来義浩（獣医科学部）、名木稔

（薬剤耐性研究センター, 真菌部）、齊藤恭子（細胞化学部）、

下川周子（寄生動物部）、作道隆（品質保証・管理部）、星野

泰隆、宮澤拳（真菌部）、石川晃一、原田恵嘉、松岡佐織、菊

地正、石井洋、関紗由里、中村碧、三木祥治、Lucky Ronald 

Runtuwene（エイズ研究センター）、伊豫田淳、高橋英之、泉

谷秀昌、三戸部治郎、山本章治、森田昌知、李謙一、志牟田

健（細菌第一部）、 大西真 （以上、戸山庁舎）］

2. モバイルラボの運営管理

令和 2 年度での徳之島におけるモバイルラボの設置事例を

参考に、移動可能な検査室として、迅速に緊急的に検査可能

な新型コロナウイルス検査体制を整備した。複数の依頼可能

性があり、すぐに出動できる体制を整えた。令和 3 年度は実際

の派遣はなかった。

［花岡希；小泉信夫（細菌第一部）］

3. FF100（First Few Hundreds）ラボチームの窓口業務

SARS-CoV-2 オミクロン株に対しての積極的疫学調査による

初期数百例の疫学調査（FF100; First Few Hundreds）におい

て、全国約 10 か所の医療機関から検体を集荷する際に、各

医療機関の代表や検査部門の担当者と検体輸送の方法の確

認や検体発送や搬入の日程の調整などを行い、医療機関と

感染研のラボ部門を繋ぐための focal point の役割を果たし、

検体のマスターラインリスト作成を行った。最終的に呼吸器検

体 662 検体、血液検体 190 検体が解析に供された。

［高橋健一郎、藤本嗣人］

II. 感染症危機に関する情報収集・発信業務

1. 緊急時対応センター（EOC）に関する業務

戸山庁舎旧共用第１会議室を改装し、国立感染症研究所

EOC を設置した。令和 3 年度は以下の２事象について EOC

を本格稼働（アクティベーション）し、関係部・センターと協働

で対応業務にあたった。

(1) 東京 2020 オリンピック・パラリンピック大会

新たに所内に設置された緊急時対応センター（EOC）を令

和 3 年 7 月 1 日から 9 月 19 日の大会期間中（前後期間を含

む）に初めて稼働（アクティベーション）させ、本格運用した。

感染症危機管理研究センターが EOC 活動を統括し、主に感

染症疫学センター、実地疫学研究センター及び病原体ゲノム

解析研究センターと協働し、「サーベイランス＆アセスメント」

「発生時対応」「ロジスティックス」の 3 つの機能ユニットで共同

運用した。主な活動は、COVID-19 を含む各種感染症の強化
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サーベイランスの実施、ラインリストの作成、及び、ゲノム解析

等を含む疫学分析に加えて、所内、厚労省、組織委員会及

び関係自治体との各種定例会議の開催、日報の作成と関係

機関への配布（全 80 報）、並びに、対応クロノロジーの作成を

実施した。また、クラスターの発生時の対応として、調査支援

及びサーベイランスの技術的支援も実施した。このように EOC

は、東京 2020 大会に関連した国内外の感染症発生情報の集

約拠点となり、迅速な分析・評価及びその結果の円滑な共有

に寄与した。

［当センター職員（主担当は第一・二・三・四・五室）；東京

2020 大会対応 EOC 関係者一同］

(2) SARS-CoV-2 オミクロン株対応時の感染研 EOC の体制

2021 年 11 月 26日、WHO が新たに同定された SARS-CoV-

2 の B.1.1.529 系統をオミクロンと命名し、懸念される変異株

（VOC）に指定した。迅速な情報収集と対策立案に資するリス

クの評価とエビデンスの収集のため、日本においてオミクロン

株の感染者が確認される前の令和 3 年 11 月 27 日から EOC

をアクティベーションした。今回はリスク評価や国内クラスター

発生時の対策支援に加え、積極的疫学調査による初期数百

例の疫学調査（FF100; First Few Hundreds）とその分析も加わ

り、関連した業務量が膨大になり、かつ迅速に行う必要がある

ことが予想されたことから、オリンピック大会中の EOC の組織

構成に、『Special Studies & Other Activities』及び『ラボ』のグ

ループを追加設置した。これらのグループには、ウイルス第一

部、感染病理部、血液・安全性研究部、病原体ゲノム解析研

究センター、治療薬・ワクチン開発研究センター、インフルエ

ンザ・呼吸器系ウイルス研究センター及び薬剤耐性研究セン

ターなど、感染研所内の様々な検査及び分析部門から、知

識・技術とも専門性が極めて高い人員を担当者として配置し、

対応や知見に関して EOC を通じて積極的に情報共有し、オミ

クロン株の特徴や感染様相を早期に特定することに努めた。

オミクロン株の特徴に関する情報がある程度得られ、当面の

対応体制も整理されたことから、2022 年 3 月 31 日をもってデ

ィアクティベーションとした。125 日間のアクティベーション期間

に、オミクロン株に関するリスク評価は計 9 報発出し、ホームペ

ージの閲覧数は最大で 46 万ビュー（2022 年 4 月下旬時点、

第６報分）に達した。

［当センター職員（主担当は第一・二・三・四・五室）；オミクロン

株対応 EOC 関係者一同］

2. 新型コロナウイルス感染症の変異株リスク評価に係る業

務

昨年度に引き続き変異株に関して、遺伝子配列情報に基

づく性状の分析、実験室データでの感染・伝播性や免疫原性

に関する評価、疫学的評価、海外での諸施策、対策に関する

情報を収集・整理し、日本における迅速なリスク評価を行い

VOC、VOI、VUM に分類するとともに、対応に関する推奨事

項を取りまとめてホームページ等で公開した（表）。厚労省アド

バイザリーボードにも資料として提出し、議論の材料として活

用された。

表 変異株に関するリスク評価

作成日 タイトル

2021/04/07

17:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第８報）

2021/04/26 SARS-CoV-2 の変異株 B.1.617 系統の

検出について

2021/05/12 SARS-CoV-2 の変異株 B.1.617 系統に

ついて（第２報）

2021/06/11 

10:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される 新型コロナウイルス（SARS-

CoV-2）の新規変異株について （第９

報）

2021/07/06

18:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される 新型コロナウイルス（SARS-

CoV-2）の新規変異株について （第１０

報）  

2021/07/17 

12:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第１１報）

2021/07/31 

12:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第１２報）

2021/08/28 

12:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第１３報）

2021/10/28

12:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される SARS-CoV-2 の新規変異株

について（第１４報）

2021/11/26 SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統に

ついて（第１報）

2021/11/28 SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第２報）（タイト

ル変更）

2021/12/08 SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第３報）
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2021/12/15

19:00 時点

SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第４報）

2021/12/28

09:30 時点

SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第５報）

2021/01/13

09:00 時点

SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第６報）

2022/01/26

09:00 時点

SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第７報）

2022/02/16

09:00 時点

SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第８報）

2022/03/16

09:00 時点

SARS-CoV-2 の変異株 B.1.1.529 系統

（オミクロン株）について（第９報）

2022/03/28

09:00 時点

感染・伝播性の増加や抗原性の変化が

懸念される 新型コロナウイルス（SARS-

CoV-2）の変異株について （第１５報）

［鈴木基（感染症疫学センター）、鈴木忠樹（感染病理部）、新

城雄士（感染病理部・感染症疫学センター）、黒田誠（病原体

ゲノム解析研究センター）、齋藤智也、ほかオミクロン株対応

EOC 関係者一同］

III. その他病原体にかかるサーベイランス業務

1. 日本のブタにおける新型インフルエンザウイルスの出現

監視

新型インフルエンザウイルスの発生監視を目的に、全国で 5

カ所の地方衛生研究所に依頼して、ブタの鼻腔あるいは気管

から採取した拭い液を MDCK 細胞に接種して、ブタからのイ

ンフルエンザウイルス分離調査を行った。令和 3 年度は調査

した全てのブタからはインフルエンザウイルスが分離されなか

った。

［影山努、竹前喜洋、百瀬文隆、Yen Hai Doan］

研修業務

I. 国立保健医療科学院による研修

1. 短期研修：ウイルス研修

令和 3 年 10 月 25 日から 11 月 12 日まで 14 日間、国立感

染症研究所村山庁舎で、短期研修ウイルス研修（国立保健医

療科学院・当所共同実施）を実施した。本研修は、全国地方

衛生研究所において、ウイルス検査業務に従事する専門職

員を対象とし、インフルエンザウイルス、SFTS ウイルス、A 型

及び E 型肝炎ウイルスの基礎的な知識、およびこれらの基本

的並びに新しい検査診断技術・知識の習得を目的とした。受

講生は新型コロナウイルス感染症の流行状況を鑑みて定員を

例年の半数とし、9 名であった（10 名のところ 1 名辞退）。なお、

本研修は、感染症危機管理研究センターをはじめ、当所関連

各部・センター・室、全国衛生研究所（札幌市、山形県、東京

都、富山県）、等の協力を得て遂行された。

［岡本貴世子、村上光一、平井晋一郎、小林純子、門澤和恵、

荒木久美子］

2. 短期研修：新興再興技術研修

令和 3 年 9 月 30 日（木）から 10 月 6 日（水）まで 5 日間、

国立感染症研究所村山庁舎で、新興再興技術研修（国立保

健医療科学院・当所共同実施）を行った。本研修は、レジオネ

ラの検査診断が適切に実施できるよう、レジオネラ症およびレ

ジオネラ検査診断に関連する体系的な知識を理解し、基本的

かつ実践的なレジオネラ検査診断技術の習得を目的としてい

る。本年度は、研修での新型コロナウイルスの感染リスクを下

げるために、前半の 2 日間は Zoom によるオンライン講義を行

い、後半の 3 日間のみ集合型で実習を行った。集合型の実習

におけるリスク低減の措置として、研修生を例年の半分の 10

人とした。

［村上光一、岡本貴世子、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美］

II. 感染症危機管理研修会

1997 年度より定期的に実施している感染症危機管理研修

会は、令和 2 年度まで感染症疫学センターが事務局を務めて

おり、新型コロナウイルス流行に伴い令和 2 年度は実施されな

かったが、令和 3 年度から感染症危機管理研究センターが引

継ぎ、令和 4 年 3 月 14 日にオンライン（Zoom ウェビナー）研

修として開催した。

今年度は感染症の危機管理に関する知識の普及を目的と

して、「感染症危機管理：マスギャザリングへの対応事例から」、

「感染症危機管理と法：検疫法」、「感染症危機管理とクライシ

スコミュニケーション」の 3 演題の講演を行った。新型コロナウ

イルス感染症流行の最中であったが、全国の感染症担当部

局及び保健所等から 85 名が受講した。

［齋藤智也、横田栄一、小山恵一、小山内龍平、下平聖子、

信田勝美］

III. IHEAT 専門講習

令和 3 年度より、保健所等で積極的疫学調査を中心とした

業務を支援する人材バンクの名簿に登録された者（IHEAT：

Infectious disease Health Emergency Assistance Team）に対し、

新型コロナウイルス感染症等の実地疫学調査に関して最新の

科学的知見に基づいた専門的な知識や技術を習得させること

を目的として Zoom によるオンライン専門講習会を開催した。

今年度は令和４年 2 月 7～10 日及び 21～25 日の 2 回開催
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し、連続した午後の 4 日間の講習会を行った。実地疫学研究

センターの職員が講師を務め、内容として「アウトブレイクにお

ける実地疫学調査」「解析疫学」等の疫学に関する座学、「マ

スギャザリング」「COVID-19」等の事例紹介及びケーススタデ

ィ演習を行い、延べ 81 名が受講した。

［齋藤智也、横田栄一、小山恵一；池上千晶、錦信吾、神谷

元、八幡裕一郎、福住宗久、島田智恵、山岸拓也（実地疫学

研究センター）］

IV. 検査機関に対する検査能力・精度管理等の向上を目的

とした講習（地衛研基礎講習）

令和 2 年度より、地方衛生研究所での経験年数の少ない職

員の増加傾向を受けて、新たな予算措置により新規に地方衛

生研究所職員を対象とした講習会「検査機関に対する検査能

力・精度管理等の向上を目的とした講習会（地衛研基礎講

習）」を実施することとなった。感染症対策の拠点となる地方衛

生研究所職員の検査及び精度管理能力の向上を目的として

いる。今年度は令和 4 年 1 月 24 日から 25 日まで実施した。

新型コロナウイルス感染症の流行状況に鑑みて今年度は

Zoom による Web 講義とした。地方衛生研究所の細菌分野の

職員 62 名を受講生として決定した。講習内容は地衛研の細

菌検査業務において、必須となる技術・知識に関する講義を

行った。具体的には、「検査基礎技術に関するビデオ」を配

信・解説し、さらに講師により「主要な食中毒原因菌（カンピロ

バクター、腸管出血性大腸菌、サルモネラ、 Escherichia 

albertii）の検査」、「検査総論」及び「細菌検査で必須となる検

査法（PCR 法、シークエンス）」等に関する講義を行った。

［村上光一、岡本貴世子、平井晋一郎、久保田眞由美（細菌

第二部）、土井朋美、山田珠美］  

V. 希少感染症診断技術向上事業に関する業務

令和 4 年 2 月 17～18 日に全国自治体の検査技術担当者

に対して所全体で、例えば AFP や非ポリオウイルス検査法、

新型コロナウイルス感染症に関する最新情報など必要かつ要

望が多かった検査等に関する研修の講義と当日運営をおこな

った。

［藤本嗣人、花岡希；宮﨑義継（真菌部）］

VI. 教育・講義等

 消防大学校における緊急消防援助隊教育科 NBC コース

にて「生物災害対応」を担当した。［齋藤智也］

 東京都救命救急センター勉強会において「SARS-CoV-2

変異株とその対応」について講義を行った。［齋藤智也］

 東京 iCDC 勉強会において「生物テロ：炭疽菌事例のケー

ススタディ」について講義を行った。［齋藤智也］

 東京都新型コロナ感染症医療アドバイザー・iCDC 疫学公

衆衛生チーム合同勉強会において「オミクロン株の現状」

について講義を行った。［齋藤智也］

 令和 3 年度保健師中央会議及び健康危機における保健

師活動推進会議において「新型コロナウイルス感染症の

最新動向と保健師に期待する役割」について講義を行っ

た。［齋藤智也］

 国立保健医療科学院にて、「専門課程Ⅰ 健康危機管理、

感染症」および「専門課程Ⅲ 地域保健臨床研修専攻科」

を担当した。［齋藤智也］

 日本技術士会神奈川県支部講演会（第 92 回）にて「感染

症発生動向調査とアデノウイルス感染症」を講義した。［花

岡希］

レファレンス業務

I. アデノウイルスレファレンスセンターとしての活動

全国の地区レファレンスセンターとともに、アデノウイルス検

査体制の全国調査（以下の質問項目）を実施した。

・細胞の送付

・難同定株の同定

・検査法の標準化

・検査法に関する問い合わせへの対応

・新しい検査法の開発

・アデノウイルス感染症に関する啓発

・正確な情報発信（HP・メディア）

・IASR の特集号作成・公表

［花岡希、藤本嗣人；全国地方衛生研究所］

II. Escherichia albertii のレファレンスセンターとしての活

動

平成 28 年 11 月 9 日健感発 1109 第 2 号 Escherichia 

albertii に係る報告について（依頼）に基づき、全国の地方衛

生研究所、保健所等へ本菌あるいは本菌の DNA の配布を行

う体制を整えている。

［村上光一、平井晋一郎、土井朋美、山田珠美］

III. 新型コロナウイルスの核酸検出検査（リアルタイム RT-

PCR 法）の公的検査機関に対する外部精度評価の実

施

令和 3 年度外部精度管理事業により「新型コロナウイルスの

核酸検出検査（リアルタイム RT-PCR 法）」を課題とし、地方衛

生研究所、検疫所、保健所等全国で合計 132 ヶ所の公的検



感染症危機管理研究センター

11

査機関を対象とした外部精度評価（EQA）を実施した。検査結

果の報告およびアンケート調査を Web 回答により実施して詳

細解析を行い、EQA の結果を各所に報告した。また、各所が

行うウイルス核酸診断検査法に何らかの問題点が見つかった

場合のトラブルシューティングへの対応に関する資料を作成し、

各所に共有した。

［影山努、竹前喜洋、百瀬文隆、Yen Hai Doan、久場由真仁］

品質管理に関する業務

I. 検定検査業務内部監査

検定検査業務内部監査員のチームメンバーとして所内の

検定業務について、所内外部監査を担当した。

［藤本嗣人］

II. 病原体等取扱安全監視委員会活動

病原体等取扱安全監視委員の委員として国立感染症研究

所（戸山庁舎・村山庁舎）の P3 施設の安全監視を行った。

［藤本嗣人］

III. 令和 3 年度 地方衛生研究所等で実施するノロウイルス

及び A 型肝炎ウイルスの精度管理事業実施要領

「ノロウイルスの検出法について」（平成 15 年 11 月 5 日

付け食安監発第 1105001 号）及び「ふん便及び食品中の A

型肝炎ウイルスの検査法について」（平成 14 年 8 月 16 日付

け食監発第 0816001 号）に基づき使用する検査用陽性コント

ロールを作製の上、各都道府県等の食品衛生検査施設延べ

5 ヶ所へ配布した。

［岡本貴世子、門澤和恵、荒木久美子、小林純子］

国際協力関係業務

I. 国際的調査協力及び支援、国際協力関係業務

1. GHSAG に対する技術支援と関係国との情報共有

G7 加盟国、メキシコ、EU による、Global Health Security 

Initiative の技術的 WG である GHSAG のバイオロジカルワー

キンググループの共同議長として、運営方針や議論のテーマ

の企画、ウェブ会議の司会進行等を実施し、各国の感染症危

機管理に関する情報共有の促進に寄与した。

［齋藤智也］

2. 諸外国との意見交換

 2021 年 9 月に開催された WPRO 主催の Inaugural 

Meeting of the Western Pacific Region Emerging Molecular 

Pathogen Characterization Technologies （ EMPaCT ）

Surveillance Network に臨時アドバイザーとして参加し、技

術的助言を行った。

［齋藤智也］

 2021 年 10 月に開催された第 18 回日本台湾シンポジウム

において、東京 2020 オリンピック・パラリンピックにおける

COVID-19 対策について意見交換を行った。

［齋藤智也］

 2021 年 12 月に開催された第 15 回日中韓感染症管理予

防フォーラムにおいて、東京 2020 オリンピック・パラリンピ

ックにおける COVID-19 対策についての意見交換に参画

した。

［齋藤智也］

3. 国際研修

 2021 年 10 月に開催された国際研修プログラム「Public 

Health Emergencies and Emerging Disease Capability 

Development Programme for Human Resource Complement 

Support through Junior Executive Administrative Officers 

Programme」において、「グローバル・ヘルス・セキュリティ」

「プリペアドネスのサイクル」について講義を行った。

［齋藤智也］

4. 米国 LRN（Laboratory Response Network）への参画

CDC との協議を進めてきた米国 LRN への参画に関する

MOC（Memorandum of Cooperation）締結に向けて協議を継

続した。具体的には、MOC の翻訳及び内容の整理、本省か

らの確認問い合わせに対する応答などを実施し、加えて、

CDC とのウェブでの調整会議を実施した。

［齋藤智也、北山明子；国際協力室］

厚生労働省等 部会等 委員

 WHO Review Committee on the functioning of the 

International Health Regulations （ 2005 ） during the 

COVID-19 Response メンバー

［齋藤智也］

 International Olympic Committee Independent Expert 

Panel on COVID-19 for Olympic Games Tokyo 2020 メ

ンバー

［齋藤智也］

 世界健康安全保障行動グループ Global Health Security 

Action Group （GHSAG） バイオワ－キンググループ

Bio-Working Group 共同議長

［齋藤智也］

 東京オリンピック・パラリンピック競技大会における新型コ
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ロナウイルス感染症対策調整会議アドバイザー

［齋藤智也］

 東京都感染症対策アドバイザー

［齋藤智也］

 公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会

組織委員会東京 2020 大会における新型コロナウイルス

対策のための専門家ラウンドテーブル メンバー

［齋藤智也］

 内閣官房委託事業 オリパラ基本方針推進調査業務に

係るマニュアル作成アドバイザー

［齋藤智也］

 日本公衆衛生協会令和 3 年度健康危機管理体制整備

事業「健康危機管理支援事業運営会議」委員

［齋藤智也］

 細菌／ウイルス・新興再興感染症技術研修合同運営委

員会委員

［齋藤智也］

 衛生微生物技術協議会検査情報委員会委員、レファレ

ンス委員会委員

［齋藤智也］

 厚生労働省感染症危機対応医薬品等の利用可能性確

保に関する検討会構成員

［齋藤智也］

 厚生科学審議会専門委員（感染症部会新型インフルエ

ンザ対策に関する小委員会）

［齋藤智也］

その他

I. 情報提供及び広報活動

国内外において注目を集めた感染症、特に COVID-19 に

ついて、メディアからの取材対応を行った。

［齋藤智也、藤本嗣人］

II. 栄誉、特許、学会賞等

 特願 2019-150535 号、DNA 配列の増幅方法及び配列

決定方法、国内特許出願 令和元年 8 月 20 日、国際

特許出願 2021 年

［斎藤益満］

 特許第 6889355 号 非ホジキンリンパ腫発症のリスク判

定補助方法 2021 年 5 月 25 日

   ［斎藤益満］

 公益財団法人性の健康医学財団賞 2021 年 10 月 22

日

［花岡希］
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